
『十八春Jの成立に関する考察

河尻和 也

。ーはじめに

『十人審Jは張愛玲（1920-1995）が、中華人民共和語成立後のや留で、上

海の新開『亦報Jにペンネーム梁:El:を患い、 1950年 3A 25臼から翌年 2月 11

日までの、およそ 1年間にわたり連載した長議小説である。後にアメリカに渡

った接愛玲は、『十八春』後半部における共産主義を奨敵した部分を撃さ換え、

した事を、友人宋誤との会誌の中で諾ってい

る。宋議は荷作品の共通点についてほ組の夫婦の思いどおりにならない嬉揮

の他は、似ている点がほとんど見つからなかったj と述べている 2c

しかし、近年台湾の評究者、高金之によって張愛玲がほ殺の夫嬬の患いど

おりにならない婚姻j 以外にも、プロットにおける多くの点で、マーカンドの

uH. M.プラムJを参考iこしている事が明らかにされた。しかし、高論文では、

張愛玲がなぜJ.P.マーカンドの rn.弘プラムJを参考にしたのか、その理由は

具体的には明らかにされていなし、 3o

本議文では、 f十人審JとuH.註．ブラムJの共通点をさらに5主体的に比較考察

する事により、張愛玲がなぜ f十八春J執筆の際、 J.P.マーカンドの作.M.プ

ラムJを参考にしたのかについて考察するc なお、高金之論文において言及さ

れている点については、各蔀において言言及するc

1.『十八泰J執翠の背景について

ここでまず、張愛玲が引4 八泰Jを執筆した時代的背査について簡単に述べ

る。 f十八泰Jは先にも述べたように、人民共和盟成立後の中国において執筆さ

れている。 f十八泰Jは、張愛玲がペンネーム梁京を用い執筆したことから、こ

れまでの研究では張愛玲が本心とは異なる内容の作品、すなわち共産主義を禁
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励した作品を執筆したために、ペンネームを用いたのだと考えられているら

張愛玲窓身もアメリカにおいて、中国文学研究者、夏清志との手紙の中で、『十

八春Jを「金儲けのための作品Jと述べているらしかし、 1950年当時、いく

ら張愛玲自身が『十八泰Jを f金儲けのための作品j として執筆したにせよ、

金宏遠が述べるよう、後に『十八春Jの後半部を改穣し f半生縁』として発表

する予定は、最初からは無かったものだと考えられる 8。また改稿された f半
生縁』の後半部は、 WH.M.プラム』の後半部分に担観した点、が多い。

本論文では、まず『十八春Jと『H.M.プラム』の持つプロットの棺似点を提

示して比較考察し、 WH.滋．プラム』のいかなる部分を張愛玲が『十八春』の創作

において李lj舟したか、そしていかに張愛玲が自身のオリジナノレプロットと合成

して『十八森Jを作り上げたかを考えていく 70 

2. 掃作品のあらすじ

『半生縁』共に物語の語りの形式として、全知の語りが用いられ

1930年代の前半から 1949年までの 18年間（『半生縁Jでは 1945

、第二次世界大戦（日本の中国短絡～解放まで）をその背景としている。

大学時代の友人叔恵の下、上海で見習い技師として働く世鈎は、開策の曇棋

と ながらも、封建的な実家と父の死、そして蔓禎の姉、憂磁の策略に

よって彼女との結婚を断念する。友人叔恵も世鈎の幼思ii染、翠芝に恋をするが、

しかし苓命への意志、家柄の違いから彼女を諦める。曇棋との7:liJれによる傷心、

そして翠芝の婚約解潟から彼女と結立食する世鏡であるが、しかしうまくいかない結

婚生活を送る。解放後、受棋と再会し自分たちの過去を嘆く世鈎と曇棋は、新

社会建設のため、皆とともに東北地方へ向う。『半生縁lにおいては、後半部の東

北行きが制賭され、主人公たちの恋愛が全面に押し出された結末となっている So

WH.話．プラムJでは、主人公ハジー・プラムが現在から過去を回想、する「フ

ラッシュ・パックj の形式が用いられている。物語は第一次世界大戦前から第

二次世界大戦の始まる読までをその背景としている。

第一次世界大戦を経験したプラムは、家族への反発から大学時代の友人ピ

ノレ・キングの下、ニューヨークの広告会社で働く 9o 同僚のマーヴィン・マイ

ルと恋に落ちるプラムであるが、父親の死と、自分のキヤジアを大切にするマ

ーグィンとの別れを経験する。失意のうちに、彼は婚約を解消した幼器II染ケイ

と結婚をする。彼女は友人ピノレ・キングの愛した女性でもあった。プラムはケ
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イとのうまく行かない結婚生活を送りながらも 大学時代の友人たちとのパー

ティでマーグィンと る。

3. 前半部分の報担

f語り jの相違について

F十八泰J、f学生縁Jにおいては音寺節でも述べたように全知の語りの形式が

用いられており、同作品における f諮り」に遠いは無い。ここで円ー八春』

l牽の叙述と、 WH.託ブラムJ第 15奪の叙iさに注目してみたい 10。以下に述べ

る諮りの相違について、前出の高金之論文でも向撲の晃解が示されている。し

かし、後の考察における小論の展開からここで簡単に言及する。

受禎はかつて彼（没鈎一河尻注）に尋ねた毒事がある。彼がいつ壊から彼女の

を好きになり始めたのか、と。彼はき当然こう答えたc 待合めて君に出会っ

た時だんと。彼がその言葉を言った時、彼自身とても上気していて、何で

も信じる挙ができるかのようであった。自分でもそれをでたらめであるとは、

く患ってはいなかった。しかし結局の所、彼が始めて彼女に出会ったのが

いつなのかは、彼患身、全くはっきりと覚えていなかった。（p 1) 

WH.設．プラムJにおいて りjは、次のように用いられている。

かつてマーグイン・マイルは私に、彼女を始めて好きになったのはいつなの

かと、関いたことがある。それは多くの仲の良い人々が、互いにたずねあっ

た閉し、かけのように思われる。そしてその時、私は彼女に、私が彼女をま子き

になったのは、私が始めて彼女に出会ったときであると答えた。私がこう

うと、あなたは（読者一河尻註）それを詰じる事となるだろう。しかし、

捺の所は、私がマーヴインの事を強く気になり始めたのは、彼女と出会って

しばらく後の事であった。（ WH.設．プラムJ15霊安： p142) 

ここで引揺した『十八泰よ WH.込プラムJにおける f語り」を見ると、双方

が内容としては廷ぽi奇様の苓を物語っておりながらも、『十八泰』においては全

知の視点が、 WH.沼．プラムJにおいては主人公プラムの視点が用いられている

がわかるO rn.双．プラムJの f語れについて、マーカンドの研究者グロスは、
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f例えば、ハジー・プラムの個人的な関係の中での、異常なまでの鈍感さが（彼

自身の鈍感さ一河尻詮）彼在傷つける事を、私達は自にする事となる。私達は

ほぼ、必然的に彼の立場で物事を考えるようになる…j、と述べている 110 この

ように『H.M.プラム』における f語り Jは、主にプラムの性絡的特徴を、彼自

身の「語り jを通して読者に提示するため用いられている。それに対し、『十八

春Jでは沈没鎮の性格的特徴に、多くプラムと共有する部分を持ちながらも、

張愛玲は護禎の物語について深く言及するため、全知の語りを用いたと考えら

れる。

『十八春』、 f半生縁Jにおいて憂磁は夫を自分の元から引き離さないため、

夫に蚤禎を強姦させる。そのプロットについて張愛玲が沈世鈎による f一人称

の語引を用いるとするなら、それぞれの登場人物の性格的特徴を細部まで描

写しきれなかっただろうと言える 12。

4. 中間部分の相似～オリジナノレプロットとの合成（低統との戦い）

まず本能の考察における、高論文との棺違点について述べる。高論文では沈

没鈎とプラムの荷主人公が、間様に大都市で身を立てようとして、父の死によ

って、放務の家庭を選択するというプロットの相似点が言及されている。しか

し、高論文では張愛玲、マーカンドの作品の時代的背景を具体的に比較して考

していない。また、高論文では、 f憂棋と蔓磁の物語Jに対する考察が、『紅

接喜多Jとの比較において述べられている 130

沈没鈴の南京の実家には、母親と夫に先立たれた世鈎の兄嫁、その，患子の小

韓、そして苔捷たちが生んでおり、彼の実家は皮物屋を営んでいる。しかし、

後の父親、沈犠棋は築家と7:liJの家iこ、第2夫人や他の召使らと共に暮らしてい

る。世鈎は幼い墳から母親より父親の悪口を関かされながら、母の境遇を思い、

f将来、仕事がうまく出来るようになったら、母を（上海に一再尻注）連れて

来たしリ（ p 39）と考えている。このように帯京の家庭、そして彼を取り巻く環

境は、張愛玲が他の小説においても多く描いた fIB社会の空気Jを有している。

彼が南京から上海に震る藤、張愛玲は南京で彼を取り巻く境遇を以下のように

語り手に語らせている。

人の言う f時代の列車j とは、実際、道理にかなった比噛である。列車は勢

いよく一つの時代を駆け抜けるかのようである。世鈎の家の、 IB社会の空気、
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悲劇の人々、壊まる

ヂlj主主辻ごうごうと

、怨’f良；立、全て背後に置き去りにされてしまった。

て行く。（ p 83) 

しかし『十八泰ふ f半生議』において沈没鈎は、父の死iこ醸し母親の身をか

ばい、上海で身を立てる事を諮め、実家の皮物農を縫ぐ事に決める。 t詮室さは、
を家擦に紹介しようと蕗京へ連れてくるが、しかし父親が

を抵朝した際、受磁をか拭う事ができず、姉をかばう憂槙にも、 f僕の父さん；ま

え方が古いにすぎなしリ（ p 203）と述べる。沈世鈎はこのように都会で（上

議）新たに身をたてようとしながらも、伝絞を捨てきる事ができず、最後には

故郷で（南京）で親が望むままに、幼弱ii染で金持ちの翠芝と結婚する。

一方、何．諮．プラム』における、主人公ブラムは、古い考えを有する

ューオジンズに持つ。 1920年代のアメリカは、産業の進歩iこより

に入る。当時のアメジカではIS来の清教徒的錨鑑畿に対する

に対する錨盛観も変化した。以様、女性が職業を持つ事は主に「生活の為j で

あった。しかし 1920年代のアメリカにおいては反発を感じる人々はいるものの、

比較的認められる事となる。マーヴィンもそのような女性の 1人であり、ニュ

ーヨークにおいて身を立て、自立を筏指す女性である 140 マーカンドの研究者

グロスはプラムの性格について、「最後の議教徒であり、エマソ

者j であると述べている 150 プラムは第一次世界大戦の後、古い考えを有する

家族へのIx発から、大学時代の懇友ピルに促されニューヨークの広告会社で働

く事となる。後は自分の家族が吉い考えを有し、マーヴィンのような新しい女

を理解するには時鵠がかかると彼女に述べる。しかし父親の死に際し、

マーヴィンを理解しきれず、肉親の皇室む幼諮II染で身分が自分に近いケイと

する。

このように同作品を比べてみると、戦争を背景としている点、そして主人公

の男性が変化を希望しながらも、結局は伝統的な家族の元へ後E寄りしてしまう

という点で、作品構造の一致を克る事ができるc

さらに重要な点は、『十八春』、『学生綾JとuH.M.プラムjにおけるとロイン

の運命の違いである。それぞれの作品におけるとロインは、彼女らが自立しよ

うとする女性であるという点で一致を見る事ができる。しかし『H.奴．プラムJ
においてマーヴィンは、プラムと別れた後、プラムに似た男性と結婚する。

張愛玲は f憂棋と護滋の物語jを、 uH.抵プラムJのプロットを借用しながら
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もF十八春Jにおいて創造している。彼女は対談で、 rw十八春』で作者は憂槙

と髪磁を惑った形態の！臼社会の犠牲者として描いているJ16、と述べている。

この事から張愛玲は『十八春』において、『H.怒．プラム』の前半部における構造

の一部を導入しながら、 f憂禎と蔓磁Jの物語、彼女らの f伝統との戦しリにも

重点を寵き描こうとしていた事が理解されるであろう。また、『十八春』におい

て「伝統との戦しリは革命により達成される事となるが、しかし『半生縁Jに

おいては『十八春Jのように幸せな結末には至らない。

5.議場人物の継承

ここで『十八春』、『半生縁Jと WH.M.プラムJにおける登場人物の継承につ

いて簡単に考察する。以下の考察における世鈎、叔窓の’性格描写の相似点につ

いて高論文では触れられていなし、。翠芝と一蹴の、プロットの相ffl点、について

は、高論文においても述べられている。

き

『半生縁』の主人公没鈎は、これまでに見てきたように行動の上

対．プラムJの主人公プラムの特徴を大きく受け継いでいると雷える。

での考察で、は荷主人公の持つ伝統との確執という点での共通点を見て

さらに次のような細かな主人公の性格付けに関して、張愛玲は自身の作

品に uH.弘プラム』の主人公プラムの性格を継承している事がわかる。

私はマーヴイン・マイルの秘密を全て知っている一一彼女は彼女に属してい

る物を欲しがっていた。なぜなら彼女に属していたものは、彼女に幸福の感

覚を与えるからである。その感覚は、力を伴っている何か安もっていた。そ

れが適切な言葉ではないにもかかわらず。かつて彼女に議した物iこ対し、彼

女は彼女が持つ全てのものを与えた。私は知っているのである。なぜなら私

は以前彼女のものだったのだから。（『H.羽．プラム』 17意： P190) 

…ただ世鈎が何年か後に思い出してみると、彼女のそのような部分もやはり、

壌かしく思うのである。蔓槙という女性はこういう性格だったと言える。い

ったん彼女の物となった物は、彼女はいつも見れば見るほど好きになり、そ

れを世界で一番すばらしいものだと思うようになるー・彼は知っているので

ある。なぜなら彼は以前彼女のものだったのだから。（ p 9) 
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以上泣荷主人公が過去に愛した女性を回想する場面である。以上の場揺

鶴瓶 f十八春J、単行本賎 f十八泰J、f学生縁Jを通じて存在する。

開銀 f十八春Jから単行本版『十人審Jに改手議する際に、世鈎の回語、場面をい

くらか剖除しているが、その理由として、新額寂『十八泰j創作時、彼女がWH.託

プラム』を参考iこしながら警き議いでいたために生じたプロット開

げられる山

また上記した部分は、護棋の性格の一部（「免れば見るiまど好きになる・・・J)

を表しているとも言える。レイ・チョウは、『女性と中国のそダニティJにおい

て、上iこ引用した部分（受棋の「見れ試見るほど好きになる...Jという性格〉

から、中露の女世の持庄された心理的現実を読みとっている 180

《半生縁》j で泣鈎の性格を、「…没鈎は生まれつき

さのためであるとも言える。

と翠芝のロを借りて、後にこう説議する。 fどうして、自分で叔患

に及lまないと雷うの？ム彼の温厚さ辻、後の友人と、妻と叔慈の需の愛にまっ

たく不注意にさせるのである…Jと述べている 190 以上の点は rn.弘プラムJ
においても同議じ言える。ここで両作品の描写の共通点、を挙庁てみよう。

①恋人から見た主人公

「もしも撲がどノレ・キングの様；こ頭が設かったらなあ。j私は言った f多分

んなにも心配をしないだろう。j fねえ瞬いてよ。j彼女（マーヴィン

ー持尻詮）は言った。「ピル・キングがあなたより素晴らしいという訳では

無いわ。私、ゐなたの彼に対する劣等惑を捨ててもらいたいわj f君はどル・

キングが嫌いなのかい？ J私は尋ねた。「私は彼のあなたに対する態度が気

にくわないのよパ…（WH.沈プラムJp 158) 

世鈎は言った。 という人関は、本当に話が上手くないんだ。畿が叡葱の

識だったら良かったのに。j 憂績は言った。 f叡窓は、人は悪くないけれど、

たまに私は後が増い時があるわ。なぜなら彼はあなたに、自卑の；念を与える

からよcJ 世鈎辻突って言った。 f僕は自分でもそういう所が、自分の欠点だ

と分かっている。撲は実際、欠点がとても多くて、良い所なんて少しも無い

んだよJ( p 92) 
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窃姿からみた主人公

「ノ＼リーj 彼女は言った。「あなたが彼の事をしゃべる時、いつも自分が彼

よりも劣っているように言わないで。あなたは彼よりも何倍も素晴らしいわ

一一何十倍もよ。」（ WH. M.プラムjJ24主義： p274) 

「…披は伺をするにもとても上手くやることが出来る。僕は本当に彼を尊敬

するよ。J翠芝は何も言わず、少ししてから、とても怒って言った。「なぜだ

か分からないけれど、あなたはいつも叔恵の事を言う持、まるで全ての事が

彼に及ばない様に言うわ。けれど、実際あなたは彼よりも良い所が多いわ、

彼に比べて一万倍もよ。J( p 260) 

以上は新開按『十八春』、単背本版『十八春』、『半生縁Jに共通して存在する。

このように、張愛玲は f十八若手Jを創作するにおいて、主人公の行動の基礎と

なる性格付けに関して、マーカン j，＇の和. M.プラムJを参考にしている事が理

されるであろう 200

とマーヴィンの共通点については、前部で述べた他は張愛玲がオリジナ

ノレブiロットの中で憂禎を用いているため、後の翠で詳しく考察する 210

主人公の友人、叔窓とピノレである。彼らは共通して主人公の大学時代か
、
iっ る。 WI-I.M.プラム』のピノレはマーカンドの研究者グロスが述べるよ

うに、 f根無し草（rootless)Jであり、強い上昇志向を有しており、プラムの

友人で、大学時代の金持ちの友人達に嫌悪感を抱いている 220そして新開販『十

八泰』、単符本瓶 f十八春J、『半生縁』における叔窓も問様、主人公と愛する女

性（翠芝）よりも貧しい家庭環境にあり、主人公の妻と恋をするという点で共

通点を見る事ができる。

しかし、新開版『十八春Jの叔恵には以下の点で、さらにどルとの共通点を

見る事ができる。以下に単行本版『十八春』、『半生縁Jでは部i徐された叔恵の

描写を見てみよう。

叔患は言った、「あいつは（一勝一再尻詑）本当に能無しなのに。J没鈎は言

う。 fだけど、彼は学生時代、とても抜きん出ていて、いつも学圏の詑が彼

を求めていたじゃないか？でも奇妙なのは、彼が分を諮って従姉妹なんかと

結婚した事だな。j叔恵は少し黙ってから言った、明日におかしくないさ。家
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り合っているし、組手は彼よりもさら

も都合が良いと思うがね…J(10. 6) 

このような叔恵、の家捕に対するコンプレックス辻、

だ。

においては減少する事となる 230 新関綾子十八泰Jから

の変更は、叔窓の行動（革命への意思）と、後の性擦と

るゆえの削徐であると考えられる。

しかし、 f学生議Jにおいては、新開版引司八泰J、単行本版 f十八春Jには

間．込プラム』と共通する友人の離婚のプロット追加を見る事ができ

る。変更の理由としては、 F十八泰iとf学生縁Jの持つ小説テーマの変更が挙

したい 240

とケイの共通点である。彼女遼は主人公の友人iこ窓をしてしまうと

いう点、主人公の故揮に往む、 i}J欝II染である点で類訟を克る撃ができるc また

繍かな点としては犬女子きという両者の性格の一致を見る事ができる。

他iこは主人公の大学時代の友人で亀あり、主人公の棄となる女性と婚約

し、妻の友人の女性と結婚する事となる、 と友人の金持ちの知り合いー

とジョ一、そして彼らの結婚相手の文繍とマデリンの共通を見る事ができる。

また、新間接 f十八春Jでは、一麟が li'H.話．プラムJのブラワンの性格も有し

ている事がわかる 250 彼らは主人公の友人であり、金持ちで古い儲笹観のやに

生きる人間として播かれている点で向犠である。

このように本節では、主；こ f十八泰J、『半生縁Jの持つ、 li'H.込ブラムJとの

共通点を確認してきた。次主ぎでは張愛玲のオリジナノレプロットとの合成につい

て考えてゆく。

6. Ii'倍奇』との接点、， f十八春Jの成立

『十人審Jが、張愛玲の以前の小説集 Ii'｛云奇Jと共通する点は、 も述

ベる における法統との確執というテーマである 260 そしてそれ

として中間部に完全なオリジナノレプロットとして導入し

た缶統との闘し、iこ見られる。

『十八泰』ゃ『学生縁Jにおける憂棋、蚤務、橋才のようなIS社会の人間と、

関鎮された主主関は、 f倍奇』においてはその事実（I民社会のやでの女性の持毘）

が、アイロニカノレに提示されるのみで、登場人物が封建的社会から脱け
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はない 27むしかし、 F十八春Jにおいては革命によって伝統との闘いは終結する

事になる。また前半部において開．討．プラム』と共通する、主人公役鈎の伝統

との確執ち、革命により達成されていると言えよう（しかし、張愛玲が述べる

ように作品はあくまで盛槙、費磁の物語が主となっている）。

そのような創作の背景には、『十八春jが共産党政権の下、共産主義を賞賛す

る目的で撃かれた作品であるとしづ事実が挙げられる。張愛玲は 1950年当時、

共産主義に対して慎重な立場を取っていたし、当時執筆において微妙な立場に

たたされていた。その事は、彼女が当時、胡蘭戒との恋愛によって漢好として

の嫌壌をかけられていた事や、 1950年に上海で欝催された第一回文学芸術界代

表大会で、周障の人々が人民躍を着ている中、ひとりチャイナドレスを着て出

席し目立っていた事、梁京というペンネームを用いて作品を執筆していた事か

らも理解されよう。彼女は当時、彼女自身の鱈性と政治的環境の中で、慎重に

ならざるを1尋なかったのである。

このような環境のもとで、張愛玲は fH.話．プラム』の有する構造（戦争、時

を背景とする率、伝統との戦いなど） 28を利用し、 f十八春Jを革命

上げたと思われる。

では、『十八春』におけるような依読に対する勝利は見られず、鎌

も述べられるように、引云奇』にみられる「凡人の生き捧Jが強調され

ているように患われる。鎌B3論文の述べるように、張愛玲が共産主義政権の下

した『十八春』における後海を、『半生縁』において本来の姿に戻したと

いう き出される。また間論文が述べるように、『十八春』があたかも 2

つの小説（『伝奇』的物語と革命物語）を合成させたかのように患えるという点

についても、鎌田論文は、和．討．プラム』と『十八春』の関係について言及して

はいないものの、遠見であると言える 290

私は後半部の変更について、金宏遠が述べるように張愛玲は当初『十八春J
を書くにあたり、後の変更は考えていなかったと考える。

その理由として、これまでに述べてきた、『H.M.プラムJと『十八春』におけ

る作品の持つ共通点の他に、『半生縁』における改稿部において、『H.討．プラムJ
後半部分lこ一致する点が多く見られる事が挙げられる。金宏遠は『半生縁』の

改稿について、 f当時の台湾で出版するには、改稿する他なかったjと述べてい

る。次章では『学生縁iと『H.M.プラム』後半部を比較考察し、『十八春J、『半
生縁J成立に関する見解を示すことにする。
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7. 後半部の相違、『半生設』の成立について

ここで f学生縁Jと『H.弘プラムJの後半部を比較してみる。『十八春Jで以

下の部分は存在せず、登場人物逮は皆、東北部へと新社会建設に向かう。

「ねえハリー、今あなた幸せ？ J

私は答えなければならなかっ

fそうだね。j 私は言った、「撲は幸せだよ、マーヴイン。j それは私が

；こ近づく事ができたという事である。（中路）私は私達の関；こ存在する荷か

に、もがき苦しんでいた。そして私はそれが何であるのかを知っていた。そ

れは時間なのである。（じゃ絡） rねえ、J彼女は言った。 f私達、もう菅iこE寄る

出来ないのよ。J（中路）もしも（家にー河尻注〉震りたくないのなら、

る奈はしなかっただろう。なぜならケイと私はとても

らである。そしてたぶん愛の真実とは何かというのなら

いではなくて一一月日なの

(WH.怒．プラムJi37章： p420, p 421) 

「世錦、あなた主義せ？ J世鋳Ii患った、何をさ話せと雷うのだろう？それはど

のように解釈をするかによるのである。彼女（蔓棟一沼尻注） I玄関うべきで

はなかったのだ。普通の友人に言うように、“まあまあさ”と言う事もでき

ない。（中路）愛とは矯熱でなく、そして嬢かしさでもなく、議月にすぎな

いのかもしれない。それは長い年月を経て生活の一部となるのである。（中

彼女はずっと知っていたのであるc 彼女が（先ほど）そう蓄ったように。

彼らは昔に震る事は出来ないのである。彼は今になってやっと、今日なぜ自

分がそのように途方に暮れていたのかを理解した。彼は時間との簡でもがき

苦しんでいたのである。（ u半生縁Jip 355, 356) 

以上の共通点を見ると、張愛玲が『半生縁J憲司作にあたり、 uH.諮．プラムJの

後半部分を;jqJJ:脅している事がわかる。だが、張愛玲はただ単に uH.沼．プラムJ
後半部分を号IJ話している訳ではない。なぜなら、何．沼．プラムJでプラムは、「戻

りたくないのなら、農る事はしなかっただろう j と述べ、プラムは過去の恋愛

に毘切りを付け、ケイとの結婚生誌を選択する。その後プラムは、自ら苔窓し
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ていたどノレと妻との恋愛を理解して、人生というものの空虚さを感じるのであ

る。一方『半生縁Jでは、世鈎は憂禎への患いをさらにつのらせたまま、物語

は終結する。また、妻と友人の恋愛は、『H.M.プラム』でケイがピノレとの仲を放

し、プラムとの結婚を選ぶという点で（『半生縁』では、翠芝がtを鈎の元に戻

るかどうか、はっきりとは述べられてはいないが） w半生縁』と相似しているc

しかし、両作品は結末部が異なるものの、主人公が f時間との簡でもがき苦し

みj、人生の苦しみを実感するという点で、相似していると蓄えるだろう 300

8.おわりに

本論では、 WH.抵プラムJ、『十八泰』、『半生縁Jそれぞれの作品を比較考察し

てきた。私の結論として、張愛玲は『十八春Jを執筆した際に、『H.M.プラム』

における物語の構造（伝統との関い）を、「憂禎、義務Jの物語と合成し、結統

により勝利させ、革命小説として書き上げたと考える。しかし、

に当時の張愛玲の複雑な思いが存在していた事は明らかであろう。こ

のようにれω 八春Jは、 1950年代の上海で、張愛玲の偲性と政治的環境の間で、

された鐙史的背景を有した作品であると雷える。

執筆の様、張愛玲は WH.認．プラム』後半部を参考iこ、 f伝奇J
におげる後女の作風に近づけたと考える。私はここで、『半生縁』執筆当時の張

るように、「当時の台湾で出接するには、改稿する他なか

ったJと考え、 f半生縁』を書き上げたのか、「1951年以降の張愛玲が創作に対

する力を失って？？ったのかj について、断言する事はできない 310 しかし、以

後の張愛玲の作品が、執筆委託されたものや、翻訳、中国古典文学の研究が中

心であった寒から、さらに研究を進めてゆく中で、張愛玲の文学者としての真

実の姿に近づいてゆきたい。

註

1 張愛玲は『半生縁Jを最初、 f偶然記』という題名で出版しようとした。しかし後に、

宋浜lこ『網然記』 iま小説の題名らしくないと指擁され『半生縁』に変更した。『偶然記J

i立後iこ張愛玲の作品集の題名となった。また『半生縁Jf土、 1966年、香港の新聞 f星

島娩報Jでも連載されていた。本論文で用いる資料は、『十八泰』（新聞『亦報』 1950
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ま手3月25Sから 1951年 2fl 11日連載）、 （亦毅宇土＜I百51＞初版）、

（長主冠出絞殺＜1991＞）、 J.P.Mar司uand知.M. Pulham, EsqJ Academy Chic呂goPub (1986) 

による。新潟版宮十八王手』について、入手した多くの資料のお｛すが欠如している。新

潟絞では l繋が吉良分、2翠が 13S分とわかれているため、論文ゃにて引用の際には、

(1. 1) < 1家 ls鰐＞と表記する。新潟版？十八選手Jと単行本版？十八泰J；立、プロ

ットの変更があるものの、基本的；こ物諮は変更されていないため、本論では単行本版

を潟い、変更がある場合のみ示す。

2 卒字以苑 （綴そ子議

3 2窓会之「本愛関滋性J（高金之

4 務綾E電F孤島張愛玲j三民出版宇土（2001)

；銃E言文芸出絞校＜1995＞所収）

-"jj出版社＜2003＞所i反）

5 玄：清志「猿愛玲絵我的ftft牛舎J<r議事合文謬j150期、務会文拳出版社＜I告97＞所i佼）

6 金'JR遼 f得意雪渓愛玲《十J¥..泰》｛及在学生縁》）J （子遇民十八泰》点評2対中随筆僑

出絞殺く2003＞所収入また張愛筆者認審名梁京で 1951年iこ

同じく共産主義を奨励した中議小説 w;J、文Jについて、後；こ作品集 のやで、

当時i盗殺した作品は当初のぞ予定していた内容と金く異なったものになっていたと述べ

ているぜ鈴韻i奥冠出絞社（1991）入金総文では、 Wtt.紘ブラムJとの関係について

触れられていないα 以後本文cpで用いる金論文とは、すべて本論文を指す。

？ 張愛E告は？十八選手』新関連載終了後、治学部分に手落らが有るとして、尊重行本

fとする際、内容の一部を変更しているc 拙務 f新潟版予ト八泰jと単行本版

について 名古屋大学国 F多元文化』第 4号

(2004）を参照されたいc

8 t詮鈴は霊童綴と再会し、お互いにこれまでの境遇を諮り会丸アメリカ留学から

織ってきた炉、窓も世鈎の表、翠芝と再会する。

官 主人公ブラムは友人ピノレの下；こ身を畿き、広告会殺で働く喜多となるc ピ／レは家族（父

殺とおば）と離れて暮らしている。『十八春』、 f学生縁jで、主人公t詮鈎は友人叔葱の

下；こ差？を援し叔窓は家族と一緒；二審らしている。

また、言語論文で述べられていない、プロットのお似点として、｛也；こ主人公と IS友の存

会のプロットがあげられる（ー織が謬芝との婚約を知らせに上海へやってきて、役鈴、

愛擦と 。WH.はプラム』では、ジョーがケイとの婚約を知らせに、ニ

ューヨーク告と訪れ、プラムとマーヴィンと食撃をする）。

ここで、再会プロットに続く、新問販『十人泰jのみにみられ、 WH.M.ブラムjと共

通している、思想議写をあげておく。 fr－－・－爆は自活している女性をYE,下していたの
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だが、彼の受禎に対する印象はとても深いものであった。十数年の歳月が過ぎたある

持、彼は一度、 t佐鈎iこ尋ねたのである… fあの顧（受様－ifiJ/Jf.注）という女性は、今

どうしているのかなあ？ J役鈎は言った。 f撲も何年も彼女の事；玄関いていないよJ-

闘は言った。 fあの女性はとても素晴らしかったな。本当に、女性職員とは思えない。

俺たちのような家柄の娘たちと何も変わる所がない！あの時、俸はお前と彼女がとて

も｛中が良いのだと患っていたし、お前たちはきっと結婚するものだと，思ってもいた。

あの持、俸は自分の撃を緊いと，患っていたa 自分の箆から逃れるような女性はいない

と患っていたc今、患い出してみると本当にばかだったj設鈎はただ苦笑した。（6.5）』。

以上は、 WH.滋．プラム』における以下の鎗写と共通している。『…かなり長い時間が過

ぎてから、ジョーは彼女｛マーヴインー河IJf.注）と私の関に仰が有ったのかを尋ねた。

f今考えてみると本当に索精らしい女性だったなj彼は言った。「最高だったね。おま

えワシントン・スクエアでの事を覚えているか？なあ、俺はおまえが彼女と結婚する

と患っていたんだぜJr君が？ J私は尋ねた。 rf；畿はあの領、本当にばかだったJジョ

た。 f今考えてみると、彼女は僕らの知っている知的で愉快な多くの女性たち

よりも、雲寺崎らしかった。なあ、彼女は察官寄らしかっただろう？ Jfああ索瞭らしかっ

たj彩、は怒った。（p 198）』。

数？？詩文複『十八春』、『半生縁』における、該当部分の削除の環出として、私は回想、

寄11:Stな滋らし、張愛玲が読者の時間的混乱を避けたためであると考える。

10 向.M.ブラム』が『十人道手』、 f学生縁』と相似した構造を有しているのは主に 15章

以降である。また引用部は『半生縁』においても変更は見られない。本論で示す以外：こ

も矯写の初制点は存夜する。例えば、結婚にききるプロットなど。

11 John. J. Gross noHN. P.取 RQUANDJ]T悶 ynePutヲlishers (1宮63)p65。潟論文では、語

りの違いについて、張愛玲の作品では、受禎が物語の中心になっている率が述べられ

ている。また高論文ではマーカンド、張愛玲が、それぞれの物諾lこ対する重点の鐙き

方の違いから、それぞれが f一人称j、「全知j の諮りを用いていると述べている。前

掲、高全之 f本是同源性J(2003) 

12 愛績の物語が、「世鈎の誇り jによる間接的伝達の形で示されたとしたなら、愛擦の

物語は具体伎を欠いた搭写となるだろう。また他人からの伝関として愛擦の物言語が具

体的に提示されるとしたら、張愛玲はさらなる登場人物の創造を余儀なくされたであ

ろう。

13 高全之論文では、世鈎、受棟、翠芝の関係、を、それぞれ f紅楼夢』における、宝玉、

黛玉、玄叙と対比させ論じている。前掲、高金之 fヌド是同源性J(2003）。また、 E罰金
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之は議文 f大我与lj、我jにおいて、受綴と袋三去を対応させ、尚登場人物の、年齢の f超

時間性j を指主義している。しかし、新顔版、単行本版、『学生縁J:a:-過してみるとする

なら、受綴の年齢は改作するごとに明瞭｛とされている惑がわかる。詳しくは前掲、拙

稿「新潟絞f十J¥.若手』と単行本版『十八務jについての考察J(2004）参照。高金之 f大

一方出競技＜2003＞所奴）

14 E. H.アルパノレト、問中寿美子他訳 Fアメリカ女性史j新潟i襲撃事（1976）参考。

Gross nJOHお.P. MARQUANDJ p 67 0 グロスの述べる あち、こにマソ

とは、変化する持代のやで変化しきれない主人公ブラムの保守性を

指しているC

16 際子替 f猿愛玲議lj作中議小説《ノト文》的資資j

祭出版社＜1995＞所i防

17 詳しくは前潟、強穣「新潟絞 と単行本版

18 レイ・チョウ、問村加代子ー訳f女性と中患のそダニティi

；新商文

についての考察J(2004) 

(2003) p 2160 

19 5長索王室 f張愛玲約《学生縁》j台湾関室長E話番銭（ウェブ資料）。

20 3主た他iこは線かなプロットの相似点として、潟金之論文も述べるように、ガスの餐

り（16翠）、ラブレターの相似（17怒）、援にき当たってお複を壊す（17謬＜

のみ。 f十入選手jでもお媛を壊すが、蟹とは惑かれていない＞）が挙げられるc それぞ

れ nH.沈ブラム占では（37傘）、（32翠）、（27慾）において同様のプロットが見られ

る。子供の数もi湾じ。

高論文が述べていない点をあげるc nH.鼠プラムjでは、ブラムはパーブィーfレド炎

人に援をご総長きしてもらう。 では、役鈎が愛E乏にご馳走してもらう e 問.M. 

ブラム』でパーフィールド夫人の夫は石験会社を経営している。そして、『学生縁』で

は、裳家lこ食惑に来ていた李夫人の夫がお験会社を経営している。しかし、 nH.鼠プラ

ムJでは、石毅会設が、プラムがマーヴィンをど思い出す契機として使われている点で

異なる。

では、 くものの、李夫人は愛媛せず、震夫人から殻謹；こ姿

がいる撃をきかされ、 tを鈎が愛績を思い出す。また、主人公の友人（叔窓、ピノレ）が、

家iこ来ることが分かり、どのようにもてなずかで、主人公｛泣鋭、プラム）が、姿

芝、ケイ）と嘘磯惑とするのも同じ。それぞれ、『十八泰』、 F学生縁』では 16芸家、開．紘

ブラムiでは 27

21 開，討．プラムjとの共通点としては、主人公の父殺が病気になって故簿へ矯る録、
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雨ヒロインは（愛棟、マーヴィン）同様に、「私もついて行く Jと言う（『十八春』、『半

生縁j]9宣言、『H.M.プラムJ]19翠）。また、プロットの共通点として、父の死のため実

室長に戻る率になった主人公が、ヒロインを家族に紹介するために故郷へ連れて帰る点、

などが同じ（『十八春』、『半生縁』 18索、『H.M.プラムj]21翠）。上記した点、は、高論

文では具体的に示されていない。

22 前掲 GrossW}OHN.P.MA畏QUANDJ] (1963) p65 

23 単行本版、『半生縁』においても、叔窓のお金に対する微妙な感党は存在していると

言える。例えば、翠芝を患う叔葱の内面描写、「後（叔恵－1可尻注）は少し寂しかった。

彼女（翠芝－iii]'尻注）と役鈴は元より縁が無い、それでは彼は？彼と翠芝は環境があ

まりにも異なる為、やはり縁が無いのである。J（単行本版p62、『半生縁Jp 60）など。

以上は新潟絞にも存在する（4.9) 

24 水長ちは張愛玲との対話において以下のように述べている。 fまた『学生縁Jiこ誌が及

んだのねは彼女iこ、役鈎と愛械の恋愛について、叔窓が全く真相を知らないかのよう

であるが、これは実情と符合しないと述べた。なぜなら、私の知る所によると、男性

とてもおしゃべりで、友人の怒愛については、ほぼすべてを了解

している。そのよ、男性は好奇心が強く、小説ゅの叔窓、がそうであるように、受綴に

少しも隣心さと持たないということは実情に一致しないJo張愛玲はこれを、 f当時の 30

年代の男役立皆、西洋の学簡を学んでおり、恋愛の枚方も一様に真似をしており、叔

蕊の絞る緩いがさっぱりしているのもそのためなのだj と否定している。だが、この

点についてれI.紘プラム』の、ピノレの影響を述べることはできないだろうか。水晶「鱗

（僚子喜善『私語張愛玲』滋西文芸出版社＜ 1995＞所収）

また、 i湾対話で張愛E告は、使用人の何さをについても以下のように述べている。 f私が

（水晶一河皮注）何支の描かれ方が不自然であると話をすると、彼女（張愛玲－i可尻

主主）はすぐにそれを認めた。なぜなら、愛槙が病気を装って、受禎を彼女の家；こ招き

入れた時、問主主の演技は“不自然”すぎるのである。彼女はまるで役者のようであり、

使用人ではないの尤どれだけ彼女がその惑を事前に知っていたにせよ、愛五惑も峡顔監

督のように彼女を諸11練する事は不可能である。この点iこ関して、彼女は物語を漠関す

る為に、問主主を“利用”したと認めた。J

25 詳しくは前掲、拙稿 f新開版『十八泰Jと単行本版f十八春』についての考察J(2004) 

参照。

26 金宏遠は前掲論文 fj'!J.看張愛玲《十八泰》（及《半生縁》）J (2003）において、『伝若手』

と F十八森』の接点として、『金銭記jにおける七巧と、 f十八泰』の重量滋との、形象
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の組似を挙げている。七巧ば封建的な家のやで発狂して、自分の娘を自分と問じ境i援

に向かわせるc

27 ここで述べる、『伝震はにおける封建社会へのアイロニカノレな批判とは、主とし

28 

を拐すG F伝蓄はにおける、他の小説；こ対する考察については、議を改めて言言及

したい。

4翠では、さらに UH.鼠ブラムjと格似した次のような戦争拾写が存在する。

それは、ダンスパーティに出絡した役鈎と翠芝が、民本擦の東北授攻について認をす

るシーンである（4.17）。この場ffii1立、 UH.M.ブラムjでは、ブラムとケイが、フラン

スがドイツに笈毅布告をするかどうかと議論をしている（pl06）。この壌菌に続くハン

カチのプロットも、張愛玲；土、 uH.M.ブラムJと同様のプロットを用いている。『十八

4緊におけるダンスパーティのプロットは単行本版 F十八雫吋、『学生縁Jには存

在しない。該当部分の刻除の環硲については、前掲、強稼「新開版 f十八選手』と尊重行

本綾 F十八選手jについての考察J(2004）を参照されたい。

また、前篤新、露関まさ代など、受績の監禁のプロットを、張愛玲怠善？の過去の体

験に関逮させて論じた議文が見られる。この点、について、私も張愛E告が f十八泰jを

教室憲ずる際、いくらか張愛玲§，！きの体験を参考iこしたのではないかと考える。モ司馬新

F猿愛玲与額務』大地出版社（1996）、笈国交さイミrr学生縁』と張愛玲J野主主62号（1官98)

29 鎌EB純子「50年代初期の張愛玲－ rイ吋八泰2をど中心にして－J野主主 72号（2003)

30 前橋、高金之 f本去を照滋性J(2003）においても、 f渓れない時期j という播写の絡

ff).点について雷及されている。

31 双方とも前潟、金宏遠「存者張愛玲夜十八選手》（及《半生縁》）J (2003）による会
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